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　充実感尺度の各下位尺度間の相関はいずれも有意な正の値で，これは従来の研究（大野1984a・
1984b）と同じ傾向を示すものであり尺度の妥当性を示している。
　また，同一性地位判別尺度の各下位尺度間の相関もいずれも有意な正の値である。しかし，これ
は加藤（1983）の結果よりも若干高い。
　これに対して，両尺度の各下位尺度間の相関はさまざまなパターンを示している。まず，充実感
気分一退屈・空虚感尺度は，現在の自己投入と将来の自己投入の希求に対して有意な正の相関をも
つものの過去の危機に対しては有意な相関はない。また，自立・自信一甘え・自信のなさ尺度は，
同一性地位判別尺度のいずれの下位尺度に対しても有意な正の相関をもつ。これに対して，連帯一
孤立尺度は，現在の自己投入に対して有意な正の相関をもつものの，将来の自己投入の希求に対し
て有意な相関はなく，過去の危機に対しては有意な負の相関がある。また，信頼・時間的展望一不
信・時間的展望の拡散は，現在の自己投入と将来の自己投入の希求に対して有意な正の相関をもつ
が，過去の危機に対して有意な相関はない。
　以上の結果を同一性地位判別尺度からみると，現在の自己投入と将来の自己投入の希求の2つの
下位尺度は程度に差があるものの，充実感尺度の各下位尺度に対して基本的に正の相関関係にあ
る。これに対して，過去の危機は他の2つの下位尺度と異なり，充実感尺度の各下位尺度とは多様
な相関関係にあるといえる。
討 論
1　各同一性地位と充実感尺度との関係
　まず，狭い意味で定義される生活気分としての充実感である充実感気分一退屈・空虚感尺度の得
点と各同一性地位との対応について検討する。仮説では，問題で述べたとうり，アイデソティティ
の統合度の高いAの地位の充実感気分の高いことや，疑問をもたずに権威を受容するFの充実感気
分の高いことが予想された。しかし，本研究の結果，充実感気分の最も高い得点をえたのは，A，
AFの地位であった。この結果について，以下に考察しよう。
　この結果の原因を明らかにするために，同一性地位判別手続の基礎になっている同一性地位判別
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尺度の下位尺度と充実感気分一退屈・空虚感尺度との相関関係に注目する。この相関関係から明ら
かになることは，まず，充実感気分と現在の自己投入の間にかなり高い正の相関があることであ
る。つまり，基本的に現在の自己投入の高い地位ほど，充実感気分は高いことになる。しかし，現
在の自己投入の高いA，AF，　Fの3つの地位のうち，予想では充実感が高い可能性もあるとされ
たFが充実感気分は有意に低い値であった。この原因は，A，　AF，　Fの3つの地位を判別する手
続にきいている過去の危機と充実感気分との対応関係に注目することによって明らかになる。すで
に述べたようにFの過去の危機の得点はすべての地位の中で最も低い値であった。つまり，充実感
気分の高いことの条件としては，高い現在の自己投入と過去の危機の経験，つまり，主体的選択が
必要であると考えられる。
　さらに，充実感気分と過去の危機との相関関係について検討しよう。すると，過去の危機の得点
が高ければアイデンティティの統合度は高いと考えられ，このことから当然，充実感気分と過去の
危機との間には高い相関関係が予想される。だが，本研究の結果，充実感気分と過去の危機との間
に有意な相関は見られない。この原因について過去の危機の得点について詳しくみてみると，過去
の危機の得点はすでに結果において述べたように，A，　M，　AF，　DM，　D，　Fの順に高かった。
この中で，充実感気分の高いものはAとAFであった。つまり，過去の危機だけ高いMやすでに述
べた現在の自己投入だけ高いFは高い充実感気分をもたないのである。このことは，高い現在の自
己投入と，中程度以上の過去の危機を経験しているA，AFにおいてのみはじめて高い充実感気分
がえられることを示している。これは，充実感が健康なアイデソティティ統合の実感であるという
基本的な仮説を支持するものであり，本当の意味で，アイデンティティの統合に至っていないFは
充実感気分を持つことはないことを意味している。そして，上述のMのように過去の危機の得点は
高くても充実感気分は高くないというサンプルの存在から，充実感気分と過去の危機との関係が一
次回帰的に説明できず，低い相関係数として示されたと考えることができる。
　次に，生活気分としての充実感をささえているより広い意味の充実感を構成しているアイデンテ
ィティの各様相を測定していると考えられる自立・轡信一甘え・自信のなさ，連帯一孤立，信頼・
時間的展望一不信・時間的展望の拡散の各尺度と同一性地位判別尺度との関係を吟味しよう。
　まず，自立・自信一甘え・自信のなさについて述べる。この下位尺度と同一性地位判別尺度の各
下位尺度との相関をみると，いずれも有意な正の相関があり，基本的に現在の自己投入，過去の危
機，将来の自己投入の希求のいずれも得点の高いほうが，自立・自信の方向にあることを示してい
る。この結果は，この下位尺度とアイデンティティの統合度との正の相関関係のあることを示すも
のである。しかし，同一性地位判別手続によって分類された各地位の得点を吟味すると，同一性地
位判別尺度の各下位尺度において最も高い得点を示しているAよりも，それに続く得点であるAF
の自立・自信の得点が有意に高いという結果である。さらに，有意差こそないがAはMよりも低得
点である。このように，相関係数に示された全体的傾向がそのまーま各同一性地位の得点分布に示さ
れなかった原因について以下のように考えることができる。その可能性の第1として，同一性地位
のサンプルの分布にかなり大きな偏りがあり，かつ，A，　AF，　F，　Dの地位に含まれるサンプル
数はかなり少ないので，必ずしも全体的傾向が具体的得点に反映されないことが考えられる。ま
た，第2として，この可能性のほうがより本質的意味があると考えられるのだが，AとAFのそれ
ぞれの地位の特徴に，この現象の原因が現われていると考えることもできる。判別手続において，
AとAFは両方とも現在の自己投入が20点以上のサンプルであり，そのうち，過去の危機が20点以
上のものがA，19点～15点のものがAFとなる。つまり，過去の危機について強く肯定するAが，
中程度に肯定するAFよりも自立・自信をもたないことになる。この現象は有意差こそないが，前
述の充実感気分においても，後述の信頼・時間的展望においてもその傾向が示されている。このA
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とAFの逆転現象を両者を分けている過去の危機の違いから考察すると以下のようになる。つま
り，自立・自信を肯定するためには，AとAFを含めて基本的に過去の危機の経験は必要である
が，Aのようにそれを強く肯定する（尺度得点の20点以上は，各質問項目の評定が最高6点に対し
平均5点以上を意味する）ことは，主体的選択とはいっても，逆に，自己に対する厳しい吟味・評
価を意味するのではないだろうか。そして，この自己に対する厳しい吟味・評価のゆえに前述の充
実感気分や，後述の信頼・時間的展望を含めて，無条件に自立・自信を肯定しない傾向が現われて
いるように思える。しかし，この問題に関して結論を出すためには，本研究のサンプルの少なさ・
同一性判別手続の基準値の設定の問題を含めて，さらに，資料の収集と検討が必要であろう・
　さらに，各同一性地位の得点問に全く差の見出されなかった連帯一孤立について検討しよう。こ
の下位尺度と同一性地位判別尺度の各下位尺度との相関を吟味すると，現在の自己投入と有意な正
の相関があるものの，他の尺度と比べるともっとも低い相関であり，将来の自己投入と有意な相関
はなく，過去の危機とは有意な負の相関があった。
　このように，連帯一孤立と同一性地位判別尺度との関係が低いことについて，以下のように考え
ることができる。女性の同一性地位研究において，Hodgson＆Fisher（1979）は・アイデンティ
ティの統合が，親密性の獲得の前提となる男性と違って，女性の場合，アイデンティティの統合と
親密性の統合は並行して進むことを示している。つまり，女性においては，必ずしも高いアイデン
ティティの統合がなくても親密性をもつことができる可能性を示している。この意味で・Erikson
の漸成理論における親密性の側面を測定していると考えられる連帯一孤立尺度の得点が同一性地位
判別尺度と全体として相関が低いという本研究の結果は，上述のHodgson＆Fisher（1979）の
結果を支持するものであろう。また，この問題で特に興味深いのは，過去の危機と連帯に有意な負
の相関が見出されたことである。つまり，過去において，主体的な悩みや迷いを経験してきた女子
青年は仲間とうちとけにくいという結果である。これは，女子青年における比較的男性的な内容を
もつアイデンティティ統合と，女性における親密性との関係の一端をかいま見るようで興味深い。
　しかし，充実感気分と連帯との相関は以上の現象にもかかわらず高い値であり，充実感をささえ
る問題として，連帯（親密性）の問題が影響することは否定できない。つまり，充実感は，アイデ
ンティティの統合だけでなく親密性の獲得など全体として健全な人格を基盤として感じられる気分
といえる。
　次に，信頼・時間的展望と同一性地位判別尺度との関係について検討しょう。
　この下位尺度は，同一性地位判別尺度の現在の自己投入，将来の自己投入の希求の2つの下位尺
度に有意な正の相関を示しており，信頼感が自己投入の可能であることと高い関連のあることがう
かがわれる。また，各同一性地位の得点分布からも，Dの得点が他の地位に比較して有意に低く，
上述と同様の傾向が示されている。
　また，AFの得点がAの得点よりも有意差はないが高い傾向についてはすでに考察したとうりで
ある。
　fi　同一性地位判別手続における問題
　本研究は，加藤（1983）の同一性地位判別尺度に基づいて，同一性地位の判別を行った。この判
別手続は本研究に示されたとうり，基本的な妥当性をもつと考えられる。しかし，今後，さらに検
討の余地がある点をあえて指摘するならば以下の点が挙げられる。
　まず，第1に，尺度の内的整合性の問題がある。本研究の結果は加藤（1983）の結果から予想さ
れていたよりもかなり低い。これは，本研究の場合，サンプルが女子短期大学の学生という特殊性
も影響しているかもしれないが，やはり，現代青年一般に適用できる尺度として考えるならば，さ
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らなる資料の収集と項目分析の必要であろう。
　第2に，判別手続の結果，各同一性地位のサンプル数にかなり大きな偏りが生ずる点である。こ
れは本研究のサンプルの特殊性が原因ではなく，加藤自身の研究でも指摘されている点である。こ
の現象は判別手続においてMとDに入らないサンプルはすべてDMに入ってしまう流れ図と，判別
基準の得点が相対的基準ではなく，各項目に対する絶対的な反応値に従って判別が行なわれる点に
原因があると考えられる。このDMにたくさんのサンプルが落ちてしまう現象（本研究で101／160，
63％，加藤（1983）でも165／310，53％）に関しては，面接法などによる質的接近からもさらなる
検討が必要であろう。
皿　本研究の意義とまとめ
　本研究の結果，まず，生活気分としての充実感気分は，同一性地位の観点からも，アイデンティ
ティ統合の方向にある地位において強く感じられ，アイデソティティ拡散の方向にある地位におい
て低く感じられることが明らかになった。これは基本的に大野（1984a）の現代青年の充実感に関
する内容の拡大された心情モデルの妥当性を示すものである。
　次に，従来，充実感気分を感じる基盤を形成していると考えられるアイデンティティのいろいろ
な側面を示している自立・自信一甘え・自信のなさ，連帯一孤立，信頼・時間的展望一不信・時間
的展望の拡散と充実感気分一退屈・空虚感の相関は常に一貫して有意な正の相関を示し，ややもす
ると，すべてが同次元に還元される内容をもつ尺度ではないかとの指摘をうけることもあったが，
同一性地位判別尺度との対応を検討した本研究の結果，この3下位尺度がそれぞれに多様な関連を
示し，各下位尺度が内容的独自性をもつものであることが示された。
　特に，連帯一孤立では，これまでどうり充実感気分と連帯に強い関連があることが示されたもの
の，女子青年において親密性の獲得は必ずしもアイデソティティ統合を前提としないことを意味す
る結果が示された。これはHodgson＆Fisher（1979）の結果を支持するものである。
　以上，検討してきたように，本研究によって，鳳「性地位理論からも現代青年の充実感に関する
内容の拡大された心情モデルに妥当性のあることが示され，モデルの内容についてさらに新たな知
見が得られた。
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